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研究の“森”から
No. 246

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
写
真
１
）
は
東
北
地
方
北
部
に

も
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
や
林
業
に
お
け
る
被
害
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堀野 眞一
野生動物研究領域長

市原 優
関西支所　生物多様性研究グループ長

背
景

あ
っ
と
い
う
間
に
識
別
し
ま
す
！

― 
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
カ
モ
シ
カ

�

糞
簡
易
識
別
法
の
開
発 

―

写真１　�ニホンジカ（近年、東北地方北部にも出没するようになりました）

写真２　�落ちている糞（この状態ではニホンジカの糞かカモシカの糞かわかりません）
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の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
分
布
や

生
息
密
度
を
把
握
す
る
手
法
の
ひ
と
つ
に
、
糞
の
数
を
調

査
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

糞
は
カ
モ
シ
カ
の
糞
と
よ
く
似
て
お
り
見
た
目
で
は
区
別

が
つ
か
な
い
た
め
、
東
北
地
方
の
よ
う
に
カ
モ
シ
カ
が
多

く
生
息
し
て
い
る
地
域
で
は
、
糞
の
数
だ
け
で
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
生
息
状
況
を
精
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

糞
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
検
出
し
て
両
種
を
識
別
す
る
方

法
が
既
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
作
業
に
は
長
い

時
間
と
熟
練
が
必
要
で
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
し
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
出

技
術
を
採
用
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
カ
モ
シ
カ
両
種
の
糞
を

簡
単
、
迅
速
か
つ
精
確
に
識
別
で
き
る
方
法
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
の
識
別
法
は
以
下
の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
完
結

し
ま
す
。

１
糞
か
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
抽
出

ま
ず
、
野
外
に
落
ち
て
い
る
糞
を
拾
っ
て
き
ま
す
（
写

真
２
）。
そ
の
糞
の
表
面
を
爪
楊
枝
の
先
端
で
軽
く
こ
す
り
、

そ
れ
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
用
の
液
に
浸
し
ま
す
（
図
１
）。
こ

の
チ
ュ
ー
ブ
を
60
℃
で
10
分
間
、
そ
の
後
90
℃
で
5
分
間

保
温
し
ま
す
。
こ
の
操
作
に
よ
り
、
糞
の
表
面
に
付
着
し

て
い
た
動
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
液
体
中
に
溶
け
出
し
ま
す
。

２
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
カ
モ
シ
カ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
検
出

１
で
得
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
液
の
一
部
を
ニ
ホ
ン
ジ
カ

用
の
検
査
液
（
ｉ
）
と
カ
モ
シ
カ
用
の
検
査
液
（
ii
）
の

両
方
に
加
え
（
図
２
Ａ
）、
こ
の
チ
ュ
ー
ブ
を
60
℃
で
60

分
間
保
温
し
ま
す
。
こ
の
処
理
に
よ
っ
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

あ
る
い
は
カ
モ
シ
カ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
査
液
内
で
増
え
て
い

き
ま
す
。

３
目
視
に
よ
る
判
定

検
査
液
の
色
の
変
化
で
判
定
し
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
増
え

る
こ
と
で
液
体
の
色
が
変
化
す
る
の
で
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ

用
の
検
査
液
（
ｉ
）
が
緑
色
に
変
化
し
て
い
れ
ば
、
こ
の

糞
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
、
ま
た
、
カ
モ

シ
カ
の
検
査
液
（
ii
）
が
緑
色
に
変
化
し
て
い
れ
ば
、
こ

の
糞
は
カ
モ
シ
カ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

（
図
２
Ｂ
）。

従
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
識
別
法
で
6
～
8
時
間
程
度
要
し
て
い

た
時
間
が
、
わ
ず
か
75
分
で
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
大
幅
な
時
間
短
縮
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
検
査
液
の
色
の
変
化
で
識
別
で
き
る
の
で
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
な
の
か
カ
モ
シ
カ
な
の
か
と
い
う
結
果
が
一
目
瞭
然

で
す
。
本
識
別
法
に
よ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
カ
モ
シ
カ
の

分
布
が
重
な
っ
て
い
る
地
域
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
状

況
を
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
予
防
対
策
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

※�

こ
の
よ
う
に
、
本
識
別
法
で
は
両
種
の
糞
を
精
確
に
識
別
で
き
る
こ
と

か
ら
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
だ
け
で
な
く
カ
モ
シ
カ
の
生
息
調
査
に
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

�

な
お
、
本
成
果
に
関
す
る
詳
細
は
、M

am
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を
ご
覧
下
さ
い
。

本
識
別
法
の
特
徴

研
究
の
成
果

図２　�検査液と目視による判定
　　　�A：ニホンジカ用検査液（i）とカモシカ用検査液（ii）の2つの検査

液を作り、これらに図1のDNA抽出液を少量加えます。
　　　�B：60分後、目視で結果を判定します。検査液（i）が緑色に光った

場合、この糞はニホンジカのものだったことを（パターン1）、一方、
検査液（ii）が緑色に光った場合、この糞はカモシカのものだった
ことを示します（パターン2）。

　　　（i）（ii）の両方が光ることはありません。

図１　�糞の表面を爪楊枝の先端で軽くこすり（左）、それをDNA抽出用の
液に浸します（右）。


